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特定非営利活動法人アフリカ支援アサンテナゴヤ主催  

第 3回ケニア無料医療活動 体験談レポート 

「夢であったケニア無料医療活動に参加して」 

愛知県鍼灸専門師会 児山 俊浩 

 

  

 2012 年 9 月 13 日(木)～24 日(月)、特定非営利活動法人アフリカ支援アサンテナゴヤ主催で、アフリカケニアの無

医地区へ医療チームを組んでの第 3 回無料医療活動に参加させて頂きました。メンバーは、医師 6 名、歯科医師 1名、

看護師 3 名、検査技師(獣医)1名、薬剤師 3名、鍼灸師 2名、スタッフ 3名の総勢 19 名でした。 

 私は、微力かもしれませんが東洋医学でやれることは必ずあると信じ、鍼灸師として開発途上国の方々へのボラン

ティアをしたい！という夢を持っていましたが、鍼灸師が海外ボランティアを行える道はいくら探してもみつからな

い状況でした。そんな中、(一社)愛知県鍼灸専門師会にて、アサンテナゴヤ理事長の石川佳子先生がケニア無料医療

活動の鍼灸師参加募集をされており、それがきっかけで私はこの活動に参加させて頂ける機会に恵まれました。 

 訪れたケニアの GEM EAST 村は、電気も水道もなく、きれいな水の汲める井戸もない無医村です。そして、総人口は

5～6000人で HIV感染症罹患率が非常に高い農村地です。経済的に貧しい地区で病院はなく、他地区への病院へ行くこ

ともできない状況です。また、外部からの情報が入ってこないため、医療情報も乏しく、命を落としてしまう危険性

が高いのです。 

         



この村で 5 日間の医療キャンプを行いました。患者様は受付から、内科、感染免疫内科、小児科、皮膚科、歯科、鍼

灸へ必要な場所で診療を受け、必要であれば採血、薬局へ行かれます。トータルで延べ約 1,400 名の患者様が来られま

した。ドクターの先生は、HIV、マラリアの検査をはじめ多くの感染症、内科疾患、小児科疾患、皮膚科疾患、整形外科

疾患など種々様々の科目の患者様約 1,100 名の診察をされました。HIV においては、188 名検査をして 30 名の方々の陽

性(16.0％)があり、マラリアにおいては、145 名検査をして 45名の陽性(31.0％)がありました。陽性の患者様は、近隣

の病院において治療がされることになります。 

  

  

  

今年初の歯科では、待ち望んでいらっしゃった患者様でいっぱいでした。器具の少ない環境の中、130 名の多くの患

者様の治療をされていました。抜歯される方も多くて、患者様は大変喜ばれていらっしゃいました。採血では、多くの

方々の採血がされました。中でも子ども達は、大泣きしながら採血されていました。採取した血液は、ホテルで結果を

診るのですが、毎晩夜遅くまでかけて行われました。薬局では、ものすごく多くの患者様がいらっしゃるため、大忙し

でした。薬剤の準備からお渡しまで、とても大変で医療キャンプのどのブースよりも最後の時間まで毎度行われました。 



  

  

  

  



 

 

  

鍼灸では、石川先生と私の 2 名で鍼灸治療を行いました。鍼灸には直接受付から来られる方と、内科、感染免疫内科、

小児科、皮膚科で診察を受けてから鍼灸へ来られる方がいらっしゃいます。ドクターの先生から鍼灸へ多くの患者様を

誘導して頂きました。症状は、腰痛、肩・背部痛、胸痛、膝痛、頭痛、足背・足首痛、頸・後頭部痛、腹痛、下肢痛、

腕・肘関節痛、めまい、眼科疾患、生理痛、むくみ、冷え、呼吸の苦しさ、右半身麻痺、下半身麻痺、歯痛、便秘、咳、

中耳炎などで、鍼灸師 2 名で 124 名の患者様を治療させて頂きました。なかでも、私にとりましてとても印象深かった

方々が 3 名います。一人目の方は、2005 年に事故で下半身麻痺となった車椅子の男性で、強い両下肢痛と腰痛を訴えて

いらっしゃいました。この方に、鍼治療させて頂いたところ、両下肢部と腰部の痛みが消失し、車椅子の男性は大変喜

んでくださり、握手をさせて頂きました。この時の笑顔は、本当に嬉しくて鍼灸師としてここへ来てよかったと思う瞬

間であり、この先も忘れることはないでしょう。 

 

次に二人目の方は、両足底の尋常性疣贅(イボ)から二次感染を起こしているとみられる女性の方です。両足が腫れ

上がって、足底を中心に感染が進行しており、右足の第 2 指～第 4 指足背側の中足指節関節、近位・遠位指節間関節

周囲には、膿が溜まっている状態でした。まるで象の足のようで、日本での鍼灸臨床では診ることがない疾患でした。

ドクターの先生の治療後、鍼治療を行いました。腰痛、両下肢痛、腹痛も患っていて、鍼治療後は腰部、両下肢部、

腹部の痛みが消失しました。そして、感染症の両足の患部は、できるだけのことは精一杯やろうと思い、全身の鍼治

療の後、灸治療を行いました。その結果、膿の部分が少しだけ渇いてきたのが確認できました。わずかのことしかで

きませんでしたが、現地での疾患の現実を目の当たりにした気持ちでした。また、予防や対処方法をお伝えする必要

性をとても強く感じました。 

 

 

 



 

そして三人目は、夜に咳と呼吸が苦しい 2 歳の男児です。初めて鍼を受ける怖さもなく屈託のない笑顔で、体に刺

入せずやさしく皮膚を摩擦する「小児はり」を施しましたが、目がトローンとなって気持ち良さそうにしていました。

村の子ども達の死亡率も高いと聞いておりましたので、元気に育ってもらえればと願いながら治療させて頂きました。

鍼灸は、一本の鍼と一捻りのもぐさがあれば、どのような場所でも行えます。自然で体にやさしく自己治癒力を向上

することのできる鍼灸のありがたさをあらためて感じました。 

 

片道 3 時間以上もかけてキャンプ地まで歩いて来られる村の方もいらっしゃるということで、鍼灸ブース内の気温

は 38～40度、湿度は 75％という中、熱中症様症状になりながらもお一人でも多くの方にという思いで行わせて頂きま

した。その疲れもあってなのか、3 日目の医療キャンプに行く日の深夜 3 時頃から 38.6 度の発熱、嘔吐、下痢症状が

出て、食中毒でダウンしてしまいました。私は、3日目の医療キャンプはお休みとなり、とても悔しい思いと、皆様に

ご迷惑をお掛けしてしまいました。その日は一日中、スポーツドリンクと水しか飲めず、頭痛、腹痛、めまい、腰痛、

倦怠感でベッドから立ち上がる事すらできませんでした。でも、こうしてはいられないと思い、朝晩と次の日の朝と

自身で鍼灸治療を行い、処方して頂いたお薬を服用し、なんとか一日で復活することができ、4、5 日目の医療キャン

プに参加することができました。 

今回アサンテナゴヤ鍼灸部門として新たな試みを行いました。そのために、鍼灸部門で様々な作成物を作っていき

ました。まず、鍼灸治療時のコミュニケーションを取るために、日本語、英語、ルオー語 or スワヒリ語による鍼灸治

療用フレーズ(会話、体の単語)の表を活用しました。そして、ルオー族の生活背景や疾患の原因となるものが見えて

くればと思い、鍼灸用の問診表を活用しました。さらに、鍼灸治療後の効果の評価についても今回得ることができま

した。そしてまた、日常の健康管理のために、家庭でやって頂ける小児はり教室(対象は子どもだけでなく、大人も対

象に含む)の開催をしました。使用する小児はりは、爪楊枝を 10 本束ねて輪ゴムで止めたもので、現地にある材料を

使って代用できるというものです。医療キャンプ 4 日目の終わりに施術の流れとツボのテキスト、爪楊枝の小児はり

を全員にお配りし開催しました。教室は約 40名の参加者があり、とても和気藹々とした楽しい時間となり、ジェスチ

ャーを交えながら行いました。医療を提供できる期間は限られていますので、普段から自分の体は自分で守るという



気持ちを持って頂き、日本の伝統的な『小児はり』が家庭で身近に行われ、日々の健康管理の意識付けに繋がること

を願っております。そして、新たな自立支援の第一歩となれば本望です。今後の活動に、少しでも繋がればありがた

いと思います。 

     

村の子ども達は、すごくかわいくて目がキラキラしていて、たくさんコミュニケーションをとってきました。私は

15 年間ボディビルを趣味で続けてきましたが、子ども達に「マッスルマン」と呼ばれ、一緒にポージングをしたり、

片腕に 2、3 人ずつ子ども達がぶら下がって遊びました。私自身、本当に楽しくて、言葉が通じなくてもすぐ仲良くな

れ、このために日々鍛えてきたんだな位に思えてきました。日本の子ども達のように物は多くないけれども、ケニア

の子ども達は生き生きと輝いていました。純粋な姿に、感動しっぱなしでした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

そして、日本の皆様からお預かりしました文房具は、GEM EAST 村の全校生徒に一人一人手渡しさせて頂き、シティ

コウトンベンドンスラムの孤児院へは特定非営利活動法人チャイルドドクター・ジャパンを通じてお渡しすることが

できました。子ども達の笑顔がとても印象的でした。心より感謝を申し上げます。 

     

  

別の日には、ナイロビにあるシティコウトンベンドンスラムへチャイルドドクター・ジャパンのご協力を受け、伺

わせて頂きました。そこでの人々の生活の光景は、私にとりましては衝撃的でした。小さなトタンの家に、何人もの

家族で生活し、上下水もなく、食糧も限られ(平均 1 日に 1 食)、とても貧しい日常がありました。そういう中でも子

どもを育て、なんとか生活をしている姿がありました。私は、回っている間に言葉が出なくなり、自分の無力さを感

じていました。そんな中でも、子ども達は明るくて、私の方が元気を頂いてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

 今回、活動に参加させて頂きまして、素晴らしいメンバーの方々と出会い、医療チームとして連携をし、そして、

たくさんの刺激を受け、大きな学びとなりました。このメンバーに加われたことをとても誇りに思います。GEM EAST

村で、植樹した苗木のように、子ども達をはじめ、村の人々が皆、すくすくと元気で幸せであることを心より願って

います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

  

     

 

 

 

 



     

最後に、ケニアの支援活動をされている JICA 沢崎博士には夕食会でケニアの経済状況や GEM EAST 村の就業、子ど

も達の教育・識字率、平均寿命、乳幼児の死亡率についての状況等を教えて頂きましてありがとうございました。ナ

イロビで病院を運営し、主にスラムの子ども達の医療援助活動をされているチャイルドドクター・ジャパンの公文先

生、宮田様をはじめ関係者の方々には、ケニアの社会情勢や活動内容を教えて頂きましてありがとうございました。

現地 NGO RUNELDの Mary、Douglas はじめ関係者の方々には大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。そし

て、石川先生、内海先生、岩崎様はじめアサンテナゴヤの関係者の方々には、このような貴重な経験をさせて頂きま

して、ただただ感謝の気持ちでいっぱいです。厚く御礼申し上げます。 

 

 


